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投資の性質に着目した資産負債評価の再整理
Reconstruction of Asset and Liability Valuation based on 








ため、1990 年代に時価評価が採り入れられたといわれる（辻山 2002b）。とりわけ、1993 年 5 月














































放された投資の成果と定義されている（企業会計基準委員会 2006, 第 3 章 23 項）。この投資の成果が
リスクから解放されるというのは、投資にあたって期待された成果が事実として確定することと
























































た換金市場が存在することである（たとえば、斎藤 2010b、大日方 1994, 2012a など）。









































タイミングに関連して事業投資と金融投資という記述がみられる（企業会計基準委員会 2006a, 第 4
章第 57 項）⑾。













目した資産負債評価の考え方が明示的に色濃く反映されているのが、2005 年 12 月に公表された
企業会計基準第 7 号「事業分離に関する会計基準」および 2008 年 12 月に公表された改正企業会
計基準第 7 号「事業分離に関する会計基準」である⑿。企業結合や事業分離等の事業再編に関す
る会計処理においても、投資の性質に着目した資産負債評価は、評価替えをするかしないかにつ
いて有効な基準を提供している。事業投資という用語が使用されている箇所は、第 10 項、第 32
項、第 71 項、第 72 項（2008 年改正のみ）、第 82 項、第 98 項、第 99 項、第 100 項、第 104 項、
第 125 項、第 126 項、第 127 項、第 131 項、第 133 項、第 137 項の 15 項にわたる。金融投資と
いう用語が使用されている箇所は、第 131 項、第 133 項の 2 項にわたる。最も投資の性質に着目
した資産負債評価がよく表現されているのは、第 71 項であり、次のように述べられている（企















　また、事業投資という表現は、2008 年 12 月に公表された企業会計基準第 21 号「企業結合に






評価差額を利益に算入することを説明することができる。具体的な基準として、2005 年 7 月に
公表された企業会計基準第 9 号「棚卸資産の評価に関する会計基準」において、金融投資という
用語は用いられていないものの、トレーディング目的で保有する棚卸資産は、金融投資に典型的










　2008 年 11 月に公表された企業会計基準第 20 号「賃貸等不動産の時価等の開示に関する会計


























































































類して、資産負債の評価を説明しようとするものである。第 3 節でみたように、1990 年代に日
本で開発されたこの投資の性質に着目した資産負債評価は、基準設定を説明する有用な理論とし
て機能してきているように思われる。
























⑴　日本でも、この IAS ／ IFRS について、2010 年 3 月 31 日以降に終了する連結会計年度から、一定の要





2011 年 6 月 24 日提出の有価証券報告書から）、HOYA（2011 年 3 月期から）、日本板硝子（2012 年 3 月
期から）、日本たばこ産業（2012 年 3 月期から）を挙げることができる。
⑵　たとえば、実現概念の変遷については、辻山（2002b）参照。
⑶　このように投資や資産の区分を 2 つに分けている文献は、例えば Feltham and Ohlson（1995）、Palepu, 
Healy and Bernard（2000）、Penman（2001）（2007）、Ohlson（2006）、Dichev（2008）、Bezold（2009）、
川村（2011）、徳賀（2011a）などがある。主として企業価値評価の文献である。ただし、外形に着目した














と定義され（企業会計基準委員会 2008a, 15 項）、売却することについて事業遂行上等の制約がないもの
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